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八ヶ岳南麓の中世陥し穴 
 

















さて 368 基の小竪穴のうち、26 基が陥し穴であった。これらの陥し穴は調査開始時ではすべて縄文
時代の所産であることに疑念をもたないでいたが、調査最終段階で１基を除いた 25 基については重機
による断ち割り作業（カッティング）を行い、逆茂木痕と考えられる坑底ピットの断面観察および放射








法）にかけたところ、ともに 15 世紀～17 世紀前半代に比定された。この数値には大変な驚きをもった
が、さきにあげた考古学的事象とも齟齬することはなく、これにより「打ち込み型」の陥し穴が中世後
半頃に比定できると判断することとなったのである。 
調査概報ではこの「打ち込み型」を B 型と分類し、「打ち込み」以外には、 
・長径４ｍ・短径１ｍ程度の、細長い平面プランをもつこと。 
・深さも 1.5ｍ程度と深く、横断面が V 字状を呈していること。 
・逆茂木痕は数本であるものが大半であること。 
が特徴としてあげられることを指摘したが、とりわけ中世陥し穴における最大の特徴は、逆茂木の埋設
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方法にあり、「打ち込む」ことにあると私は考えるにいたったのである。 
 さて、調査概報には 12 基の中世陥し穴のうち、６基のデータ・遺構図を掲載した。 
事例１ 南平遺跡小竪穴 134（図１）  
平面プランは 326×142 ㎝、深さは 178 ㎝をはかる。坑底はほぼ平らであり、坑底ピットは 10 基を
数える。 
事例２ 南平遺跡小竪穴 135（図１）  
平面プランは 334×110 ㎝、深さは 130 ㎝をはかる。坑底はほぼ平らであり、坑底ピットは５基を数
える。逆茂木の一部が炭化した状態でみつかり、放射性炭素年代測定（AMS 法）にかけたところ補
正年代 440±40 年 BP との測定結果を得ている。 
事例３ 南平遺跡小竪穴 351（図１）  
平面プランは 325×92 ㎝、深さは最深部で 200 ㎝をはかる。坑底は北側から南側へと傾斜し、段をな
している。坑底ピットは５基を数える。  
事例 4 南平遺跡小竪穴 367（図１）  
平面プランは 364×95 ㎝、深さは 120 ㎝をはかる。坑底はほぼ平らであり、坑底ピットは６基を数え
る。 
事例 5 南平遺跡小竪穴 372（図 1）  
平面プランは 315×90 ㎝、深さは 125 ㎝をはかる。坑底はほぼ平らであり、坑底ピットは７基を数え
る。本跡からも炭化逆茂木がみつかり、放射性炭素年代測定（AMS 法）にかけたところ補正年代 380
±50 年 BP との測定結果を得ている。 
事例６ 南平遺跡小竪穴 374（図 1）  




  －AMS 法による年代決定― 
長野県諏訪郡原村払沢に所在し、南平遺跡に近隣する。平成９年度に南平遺跡とほぼ同時並行で行わ
れた第 2 次調査で小竪穴３基が検出された。いずれも陥し穴であり、南平遺跡 B 型と同様な特徴を備え
たものである。これらの陥し穴では坑底ピットのなかで逆茂木の一部が炭化した状態でみつかったもの
があり、そのうちの１点は放射性炭素年代測定（AMS 法）にかけたところ 16 世紀という結果を得てお
り、中世陥し穴として判断できる事例のひとつとなった（註２）。  
事例７ 闢盧沢遺跡小竪穴１（図 2）  




事例８ 闢盧沢遺跡小竪穴２（図 2）  




 - 117 -
金沢大学考古学紀要 28 2006, 116-131.  八ヶ岳南麓の中世陥し穴 
事例９ 闢盧沢遺跡小竪穴３（図 2）  






４．丘の公園第 5 遺跡での中世陥し穴 
  －鉄製工具による掘削痕― 
山梨県北杜市（旧北巨摩郡高根町清里）に所在する。南平遺跡調査以前に中世の可能性が指摘されて
いた陥し穴が発見されていた遺跡である（註３）。昭和 63 年度に調査され、A 型と分類された縄文時代









事例 10 丘の公園第５遺跡 B 型６号陥し穴（図 3）  
平面プランは 434×160 ㎝、深さ 150 ㎝をはかる。坑底は細長く溝状で、南へ傾斜する。坑底ピット
は８基を数える。 
事例 11 丘の公園第５遺跡 B 型７号陥し穴（図 3）  
平面プランは 424×134 ㎝、深さ 120 ㎝をはかる。坑底は溝状で、南に傾斜する。坑底ピット７基を
数える。 
事例 12 丘の公園第５遺跡 B 型９号陥し穴（図 3）  
平面プランは 398ｍ×126 ㎝、深さ 120 ㎝をはかる。坑底は南に傾斜する。坑底ピットは６基を数え、
直列する。 
事例 13 丘の公園第 5 遺跡 B 型 11 号陥し穴（図 3）  
平面プランは 332×124 ㎝、深さ 130 ㎝をはかる。坑底は南に傾斜する。坑底ピットは６基を数え、
直列する。 
事例 14 丘の公園第 5 遺跡 B 型 13 号陥し穴（図 3）  





年代測定（AMS 法）が可能であった。また丘の公園第 5 遺跡では壁面の掘り方に残った掘削痕の詳細
な分析により年代決定を行うことができた。 
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事例 15 芝原尾根遺跡小竪穴８（図 4）  
平面プランは 284×115 ㎝、深さは 109 ㎝をはかる。坑底は溝状の長方形である。壁は途中で屈曲し、
角度が急になる。  
事例 16・17 芝原尾根遺跡小竪穴 102・115（図４）  
重複しており、115 の方が新しい。平面プランは小竪穴 102（事例 16）が 303×約 85 ㎝、深さは 130
㎝をはかる。小竪穴 115（事例 17）が 272×40 ㎝、深さは 48 ㎝をはかる。いずれも検出面での平面
形は溝状に細長く、坑底も同様である。壁は垂直に近い傾斜である。坑底ピットは小竪穴 102 が５基、
小竪穴 115 が６基を数える。 
事例 18 芝原尾根遺跡小竪穴 103（図 4）  
平面プランは 406×85 ㎝、深さは 119 ㎝をはかる。検出面での平面形は溝状で斜面の方向に細長い。
壁はほぼ垂直に近い。坑底ピットは７基を数える。 
事例 19 芝原尾根遺跡小竪穴 106（図 4）  
平面プランは 325×123 ㎝、深さは 136 ㎝をはかる。坑底は溝状に細長い。壁は垂直にたちあがる。
坑底は斜面と同じ傾斜をもたず、中央で急斜面をつくって上下２段を作り出している。ピットは６基
を数える。 
事例 20 芝原尾根遺跡小竪穴 111（図 4）  
平面プランは 345×89 ㎝、深さは 104 ㎝をはかる。坑底は溝状に細長い。坑底ピットは８基が認めら
れたが、そのうち３基は再利用の打ち直しと考えられるため、５基を基本とする。 
事例 21 芝原尾根遺跡小竪穴 123（図 4）  
平面プランは 353×116 ㎝、深さは 143 ㎝をはかる。平面形は上面は溝状の中間がふくらんだ珪藻の
ような形で、坑底ピットは５基を数えるが、西側のものは打ち直しの可能性があり、４基を基本とす
ると思われる。 
事例 22 芝原尾根遺跡小竪穴 186（図 4）  
平面プランは 376×152 ㎝、深さは 160 ㎝をはかる。坑底は溝状に細長く、坑底ピットは５基を数え
る。坑底は両足を揃えて立てないほど狭い。 
事例 23 芝原尾根遺跡小竪穴 187（図 5）  
平面プランは 324×84 ㎝、深さは 80 ㎝をはかる。坑底は溝状の長方形、坑底ピットは６基を数える。 
事例 24 芝原尾根遺跡小竪穴 228（図 5）  
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平面プランは 377×143 ㎝、深さは 157 ㎝をはかる。断面は漏斗状で、上部は外側に解放し、下部は
垂直に近い。坑底は溝状の長方形である。坑底ピットは５基を数え、このうち西から２番目には先端
部分の木質がわずかに残存していた。 
事例 25 芝原尾根遺跡小竪穴 346（図 5）  
平面プランは 395×120 ㎝、深さは 154 ㎝をはかる。坑底は溝状で、両足をそろえて立てないくらい
細い。壁の屈曲部はかなり下方にある。坑底ピットは４基を数える。 
事例 26 芝原尾根遺跡小竪穴 389（図 5）  








事例 27 芝原尾根遺跡小竪穴 425（図 5）  
平面プランは 302×151 ㎝、深さは 125 ㎝をはかる。坑底は溝状である。ピットは５基である。 
 
 (2)馬捨場遺跡 
 長野県茅野市泉野に所在する。平成 12・13 年度に調査され、旧石器時代の石器集中地点 21 箇所、縄
文時代中期初頭の竪穴住居跡６軒、中期後半の竪穴住居跡１軒・土坑等の他、中世陥し穴２基が検出さ
れた。縄文時代土坑約 340 基のうち、陥し穴は 44 基を数えるが、断ち割りによる坑底ピット等の観察
を通して、このうちの２基が中世陥し穴として報告されている（註５）。 
事例 28 馬捨場遺跡 SK41（図 5）  
平面プランは 384×144 ㎝、深さは 110 ㎝をはかる。平面形は上縁部が長楕円形、坑底が長方形を呈
する。坑底幅は 20～25 ㎝をはかる。坑底ピットは６基を数える。これらのピットの覆土は単一層で
あり、先端が鋭利な円錐形を呈することから、逆茂木は打ち込まれたものと判断される。 
事例 29 馬捨場遺跡 SK201（図 5）  





 長野県諏訪郡原村柏木に所在し、南平遺跡に近接する。平成 15 年度に行われた第 6 次調査で小竪穴
２基が検出され、１基が中世陥し穴として報告されている（註６）。 
事例 30 前尾根遺跡小竪穴 101（図 6）  
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６．中世陥し穴の特徴 




と、長軸方向では 272cm（芝原尾根遺跡小竪穴 115）から 406cm（芝原尾根遺跡小竪穴 103）、また
短軸方向では、40cm（芝原尾根遺跡小竪穴 115）から 160cm（丘の公園第 5 遺跡 B 型６号陥し穴）
までの範囲にみられている。参考までに平均値では長軸約 360cm・短軸約 95cm 程度となるが、規
模についてはもう少し幅をもっていると考えるべきであろう。 
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 長野県諏訪郡原村払沢に所在する。平成８年度に調査され、縄文時代の竪穴住居跡 34 軒・小竪穴 124





事例 31 清水遺跡小竪穴３（図 6）  
平面プランは 357×97 ㎝、深さは 162 ㎝をはかる。底面はやや傾斜しており、形状は長方形となる。
坑底ピットは６基を数え、その深さ 12～25 ㎝である。 
事例 32 清水遺跡小竪穴 22（図 6）  
平面プランは 413×168 ㎝、深さは 163 ㎝をはかる。底面はほぼ平らである。坑底ピットは８基を数
え、14～33 ㎝の深さをはかる。そのありかたから打ち直しがあったと考えられ、再利用されている。
縄文時代中期後葉曾利Ⅲ式期の第 10 号住居跡を切っている。 
事例 33・34 清水遺跡小竪穴 83・118（図 6）  
小竪穴 83 の方が新しい。小竪穴 83（事例 33）の平面プランは 292×120 ㎝、深さは 114 ㎝をはかり、
坑底ピットは５基を数える。小竪穴 118（事例 34）の平面プランは 210×53 ㎝、深さは 116 ㎝をは
かり、ピットは５基を数える。  
事例 35 清水遺跡小竪穴 84（図 6）  
平面プランは 390×119 ㎝、深さは 189 ㎝をはかる。ピットは５基を数える。 
事例 36 清水遺跡小竪穴 85(図 6)  
平面プランは 353×176 ㎝、深さは 163 ㎝をはかる。ピットは６基を数える。 
事例 37 清水遺跡小竪穴 129（図 6）  




前期前葉の住居跡 18 軒、前期末葉の住居跡 16 軒、中期初頭の住居跡３軒、平安時代の住居跡 10 軒な
どが検出されている（註９）。陥し穴は 25 基がみつかっているが、このうちの１基が中世陥し穴と考え
られる。 
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事例 38 机原三本松遺跡 31 号陥し穴（図 6）  
平面形は 274×120cm、深さ約 120cm をはかる。坑底はほぼ平らで、坑底ピットは５基を数える。 
(3)中尾遺跡北地区 
長野県諏訪郡富士見町落合に所在する。平成 6･8･9 年度に調査され、縄文時代の住居跡 30 軒（早期
２・前期前葉７・前期末葉４・前期末葉～中期初頭４・中期前葉９・中期後葉１・晩期３）、平安時代の
住居跡 20 軒、集石 161 基、小竪穴 190 基などが検出されている（註 10）。小竪穴 190 基のうち陥し穴
は 33 基を数える。このうちの４基が中世陥し穴として考えられる。  
事例 39 中尾遺跡北地区 9－11 号陥し穴（図 6）  
平面プランは 370×95cm，深さは 120cm 程度をはかる。 
坑底ピットは８基を数える。 
事例 40 中尾遺跡北地区 9－12 号陥し穴（図 6）  
平面プランは 275×90cm、深さは 100 ㎝程度をはかる。坑底ピットは８基を数える。 
事例 41 中尾遺跡北地区 9－15 号陥し穴（図 6）  
平面プランは 380×120cm、深さは 150cm 程度をはかる。断ち割りは実施していないが、小松氏によ
ると 9-15 号陥し穴では逆茂木を打ち込んでいたことを想起される観察がなされているという。坑底
ピットは６基を数える。 
事例 42 中尾遺跡北地区 9－19 号陥し穴（図 6）  





基を含む土坑 48 基が検出された（註 11）。このうち１基が中世陥し穴と考えられる。 
事例 43 鹿尾根遺跡３号土坑（図 6）  
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「南平式打ち込み型」と仮称しておくことにする。 
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